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　地球温暖化は、人類の生存にかかわる重大な問題であると同時に、私たちの、今の生活様式の見直しを問わ

れている問題でもあります。今年からの５年間で、日本は温室効果ガス排出量の平均を、基準年（１９９０年）排

出量と比べて６％削減することが京都議定書により義務付けられており、まさに今年は、私たち１人ひとりが

環境配慮への取り組みをスタートさせる年であります。

　私たちがほんの少し生活様式の方向を変えるだけで、例えば利用している「モノ」について「もったいな

い」の気持ちを持つだけで、地球温暖化防止に大きく貢献していくことができます。

　地球温暖化防止への取り組みで世界全体が一つにまとまりつつある今こそ、私たち１人ひとりの「もったい

ない」の心がけと行動が、大きな変化につながるのです。

「もったいない」こそ
　　　　　　　　誇るべき美徳です

「もったいない」こそ
　　　　　　　　誇るべき美徳です
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地
球
温
暖
化
の
原
因
は
・
・
・

２
０
５
０
年
に
二
酸
化
炭
素
半
減
へ

〈地球の写真は気象庁より提供〉

出典：全国地球温暖化防止活動推進センター

地球温暖化の原因 環境シリーズ　３

　
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
現
在
、
地
球
は
ど
ん

ど
ん
暖
か
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
は
、
左
の
図
の
よ
う
に
大
気
中
の
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
と
呼
ば
れ
る
ガ
ス
が
一
定
以
上
増

え
、
地
球
か
ら
宇
宙
空
間
に
放
出
さ
れ
る
熱
が
出
て
行
か
な

く
な
る
こ
と
で
起
き
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
太
陽
か
ら
も
ら

っ
た
熱
が
、
地
球
の
大
気
の
中
に
こ
も
っ
た
ま
ま
「
温
室
」
の

よ
う
に
な
っ
て
、
地
球
の
平
均
気
温
を
上
昇
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
二
酸
化
炭
素
は
、
産
業
革
命
が
始
ま
っ
た
１８
世
紀
半
ば
か

ら
、
石
灰
や
石
油
な
ど
化
石
燃
料
の
燃
焼
に
よ
り
、
大
量
に

大
気
中
に
排
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
大
気
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
地
球
温
暖
化
が

ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま
す
。
２０
世
紀
最
後
の
１
９
９
０
年
代

は
、
過
去
１
０
０
０
年
間
で
最
も
平
均
気
温
が
高
い
１０
年
と

な
り
、
世
界
の
平
均
気
温
は
１
９
０
６
年
か
ら
２
０
０
５
年

の
１
０
０
年
間
で
０.７４
℃
も
上
昇
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本

の
気
温
は
１.１
度
上
昇
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
し
た
高
い
経
済
成
長

を
実
現
す
る
社
会
へ
突
き
進
む
と
、
２１
世
紀
末
の
二
酸
化
炭

素
の
濃
度
は
、
産
業
革
命
前
の
２
倍
か
ら
３
倍
以
上
の
５
４

０
〜
９
７
０
ppm
へ
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
酸

化
炭
素
濃
度
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
人
間
の
活
動
か

ら
排
出
さ
れ
る
人
為
排
出
量
と
、
森
林
や
海
洋
な
ど
の
自
然

吸
収
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
状
は
、

人
為
排
出
量
が
自
然
吸
収
量
を
倍
以
上
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
報
告
書
で
は
、

温
暖
化
の
影
響
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
は
、
世
界
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
２
０
１
５
年
ま
で
に
減
少
に
転
じ
さ
せ
、

２
０
５
０
年
に
は
現
状
の
半
分
以
下
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
京
都
議
定
書
は
、
世
界
の
国
々
が
参
加
し
て
地
球
温
暖
化

防
止
の
方
向
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。
今
年
か
ら
の
５
年
間

で
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
平
均
を
基
準
年
（
１
９
９
０

年
）
排
出
量
と
比
べ
て
６
％
削
減
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
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「
も
っ
た
い
な
い
」
の
心
を

正
常
な
環
境
を

　
　
　
　
次
世
代
に
リ
レ
ー
す
る
た
め
に

”

“

▲大量処分から有効利用へ

過去４２万年前からの二酸化炭素濃度と気温のグラフ
南
極
の
氷
に
穴
を
開
け
、
氷
の
円
柱
を
取
り
出
し
た
「
氷

床
コ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
氷
の
柱
を
科
学
的
に
分
析
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
年
一
年
と
時
間
を
さ
か
の
ぼ
り
、
大

気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
量
や
気
温
を
正
確
に
測
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
過
去
42
万
年
間
に
現
在
の
二
酸
化

炭
素
濃
度
を
越
え
た
こ
と
は
な
く
、
過
去
２
０
０
０
万

年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
、
超
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た

可
能
性
が
高
い
の
で
す
。

　
核
兵
器
と
同
じ
よ
う
に
人
類
存
続
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
今
、
世
界
全
体
が
ま
と
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
女
性
環
境
保
護
活
動
家
で
ア
フ
リ
カ
人
女
性
初
の
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞
者
の
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
、
3
年

前
に
来
日
し
た
際
に
、
日
本
語
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い

う
言
葉
に
、
３
Ｒ
活
動
『
消
費
削
減
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
』
、『
再

使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
』
、『
資
源
再
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
』
の
精

神
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
経
済
的
豊
か
さ
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
使
い
や
す
い
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
力
を
借
り
て
高
度
な

産
業
社
会
を
作
り
上
げ
、
物
質
的
に
豊
か
で
快
適
な
生
活
様

式
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
過
程
で
、
日
本
の
美
徳
の

神
髄
と
も
い
え
る
「
も
っ
た
い
な
い
」
が
急
速
に
失
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
外
国
人
に
よ
っ
て
「
も
っ
た
い
な
い
」
が
高
く
評
価
さ
れ

る
の
も
妙
な
話
で
す
が
、
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
社
会
か
ら

循
環
型
社
会
へ
の
転
換
に
は
、
こ
の
日
本
文
化
の
誇
る
べ
き

美
徳
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
あ
ら
た
め
て
呼
び
起
こ
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
世
界
の
平
均
気
温
や
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
急

激
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
に
無
関
心
で
い
た
り
、「
地
球
温
暖

化
は
わ
か
る
け
ど
自
分
の
生
活
様
式
は
変
え
た
く
な
い
」
と

言
っ
て
い
て
は
、
こ
の
危
機
を
乗
り
切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
私
た
ち
は
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
に
向
か

っ
て
歩
み
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
　
　

　
私
た
ち
は
地
球
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
生
き
方
に
転
換
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
子
や
孫
の
世
代
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
、
今
、
立
ち
上

が
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
三
豊
市
長
　
横
山
忠
始
）

　
次
回
は
、
　
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
私
た
ち
の
関
心
度
　
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

”

“

二酸化炭素濃度と気温について、
42万年前からの傾向と、今後
100年の予測を示したグラフ

出典：環境省「地球温暖化の影響」
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